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序

　
第
八
回
の
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
昨

年
一
一
月
八
日
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会
と
研

究
所
が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
形
で
本
学
で
開

催
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

言
っ
て
も
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

人
が
大
半
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
「
Ｈ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
何
か
？
」
を
簡

単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
学
会
で
は
な

い
。
で
は
、
何
か
。
高
等
教
育
機
関
で
Ｅ

Ｓ
Ｄ
に
か
か
わ
る
関
係
者
（
大
学
、学
部
、

個
人
な
ど
）
が
自
発
的
に
集
ま
っ
て
作
っ

て
い
る
任
意
団
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
の
と
こ
ろ
会
費
は
な
く
、
学
会
誌

や
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
も
発
行
し
て

い
な
い
。
元
々
は
「
持
続
可
能
な
社
会
の

た
め
の
教
育
」
に
か
か
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
現
代
Ｇ
Ｐ
を
獲
得
し
た
大
学
が
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
必
要
か
ら
作
っ

た
も
の
で
、
第
一
回
は
二
〇
〇
七
年
に
岩

手
大
学
が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
、
盛
岡
で
開

催
さ
れ
た
。
年
に
一
回
集
ま
り
、
主
と
し

て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
に
関
す
る
企
画
を
提
示

し
、
成
果
を
報
告
し
、
現
代
Ｇ
Ｐ
関
係
大

学
が
互
い
に
交
流
し
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
現
代
Ｇ

Ｐ
も
終
了
し
、
か
な
り
そ
の
性
格
を
変
え

つ
つ
あ
る
。
こ
こ
数
年
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
自
体
が

大
学
教
育
に
お
い
て
も
重
要
度
を
増
し
て

き
た
が
、
そ
の
過
程
で
本
学
の
人
文
社
会

学
部
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
重
視
す
る
大

学
も
増
え
た
。そ
し
て
、Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
、
そ
う
し
た
後
続
大
学
な
ど
も
含

む
幅
広
い
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
関
係
者
が
、
成
果

を
報
告
し
互
い
に
交
流
し
合
う
場
へ
と
変

化
し
て
き
た
。
で
は
、
今
後
は
ど
う
な
る

の
か
。
そ
の
点
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
現
在
模

索
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
昨
年
一
一
月
に

「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
」（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

の
最
終
年
会
合
が
愛
知
・
名
古
屋
で
も
開

か
れ
、
世
界
的
に
も
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
あ
る
種
の

節
目
を
迎
え
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
世

界
的
動
向
と
も
連
関
し
つ
つ
、
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
後
が
、
ま
さ
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
内
部
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
学
人
文
社
会
学
部
が
Ｈ
Ｅ
Ｓ

Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
正
式
会
員
に
な
っ
た
の

は
、
二
〇
一
三
年
末
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
以
前
に
、
本
学
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
持
ち
込
ん

だ
立
役
者
で
あ
る
成
玖
美
氏
（
昨
年
三
月

に
本
学
を
退
職
）
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
形

で
参
加
し
始
め
、
そ
の
後
、
別
所
良
美
氏

や
私
が
第
六
回
の
京
都
大
学
で
の
大
会
か

ら
新
た
に
加
わ
っ
た
。
そ
こ
で
の
報
告
、

交
流
、
人
脈
が
、
人
文
社
会
学
部
で
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

具
体
的
に
構
想
す
る
に
際
し
、
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
る
。

　
以
下
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
経

緯
を
経
て
、
国
連
大
学
主
催
の
「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
高
等
教
育
世
界

会
議 

︱
二
〇
一
四
年
以
後
の
高
等
教
育 

︱
」（
一
一
月
九
日　

名
古
屋
大
学
豊
田

講
堂
）
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
前
日
に
本
学

で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様

子
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
「
今
」
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
の
は
、
今
回
は
例
年
と
比
べ
て
、

非
常
に
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
実
は
開
催
当
日
ま
で
、「
国
連
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
」
の
最
終
年
会
合
が
岡
山

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
関
係
者
が
そ
ち
ら
に
参
加
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に

は
、
昨
年
二
月
に
本
学
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
て
く
れ
た
マ
ー

ダ
ー
氏
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
当
初
は
報
告

者
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
が
、
八
日
の
夕
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方
ま
で
岡
山
に
滞
在
す
る
日
程
が
最
終
年

会
合
主
催
者
側
に
よ
っ
て
組
ま
れ
て
お

り
、
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席
を
断
念

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
．
阿
部
治
氏
（
立
教
大
学
教
授
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）
の
全
体
講
演

　
講
演
は
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
成
果
と
ポ
ス
ト

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
お
け
る
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課
題
」

と
題
し
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な

が
ら
、
一
時
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

た
。
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
権
威
と
し
て
、
こ

の
一
〇
年
間
を
総
括
す
る
だ
け
で
な
く
、

今
後
の
展
望
も
示
す
、
非
常
に
内
容
の
あ

る
包
括
的
講
演
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、

そ
の
内
容
を
要
約
し
て
示
し
た
い
。

　
ま
ず
、「
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
成
果
」。
環

境
整
備
面
で
は
、
教
育
基
本
計
画
、
学
習

指
導
要
領
な
ど
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
記
述
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
点
が
挙
が
る
。
さ
ら
に
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
推
進
、
地
域
の
協
働

支
援
と
い
っ
た
裾
野
の
広
が
り
が
見
ら
れ

た
。
具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
初
等
・

中
等
・
高
等
の
諸
レ
ベ
ル
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
学

校
教
育
で
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
実
践
的
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
、
多
様
な

主
体
（
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
体
制

を
持
つ
地
域
（
気
仙
沼
市
、
岡
山
市
、
北

九
州
市
、
多
摩
地
域
な
ど
）
が
出
現
し
た

こ
と
が
挙
が
る
。

　
だ
が
、
ま
だ
課
題
も
多
い
。
地
域
レ
ベ

ル
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
地
域
差
の
拡
大
が
あ

る
。
先
進
的
地
域
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま

だ
ま
だ
少
数
で
、
そ
う
で
な
い
地
域
が
大

多
数
を
占
め
る
。
全
体
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
自
体
の

認
知
度
が
低
く
、
関
心
を
持
つ
人
が
行
政

や
学
校
に
働
き
か
け
て
も
動
い
て
く
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
国
レ
ベ
ル
で

も
、
一
致
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
体
制
づ
く
り

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
科
省
と
環
境
省

で
連
携
が
弱
く
、
ま
た
民
間
の
施
策
・
事

業
も
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
で
、
地
域
か
ら

全
体
的
動
き
が
見
え
に
く
い
。
ま
た
、
実

施
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
策
が
、
現
場

の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
。
官
民
協
働
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推

進
体
制
と
し
て
本
来
フ
ル
回
転
す
べ
き
円

卓
会
議
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
後
半
に
は
機
能

し
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

大
き
な
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
は
、
ロ
ー
カ
ル

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
両
レ
ベ
ル
で
主
体
性
を

発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
地

域
レ
ベ
ル
だ
が
、
重
要
な
こ
と
は
元
気
な

地
域
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
け
ん
引
す
る
こ
と
で
あ

る
。
多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

推
進
の
仕
組
み
を
有
す
る
先
進
地
域
を
各

地
に
拡
げ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
地
域
同
士
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
際
に
、
自
治
体
、
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、

そ
れ
こ
そ
多
様
な
主
体
が
ハ
ブ
を
担
う
こ

と
に
な
る
。
も
う
一
方
で
、
各
地
の
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
全
国
的
ハ
ブ
機
能
を

有
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
が
な
い
と
、

強
力
な
体
制
は
維
持
で
き
な
い
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
レ
ベ
ル
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
全
国
セ

ン
タ
ー
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
が
担
う
べ
き

機
能
と
し
て
、
一
、
各
地
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践

の
情
報
共
有
機
能
、
二
、
学
び
あ
い
促
進

機
能
、
三
、
関
係
各
省
・
機
関
を
つ
な
ぎ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
施
策
を
調
整
し
情
報
発
信
す

る
機
能
、
四
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

有
効
な
施
策
を
検
討
・
実
現
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
機
能
、
五
、
国
際
的
展
開
を
支

援
す
る
機
能
、
が
挙
が
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
一
、
運

営
の
柔
軟
性
（
官
民
協
働
、
地
域
参
画
方

式
）、
二
、
関
係
省
庁
が
乗
り
合
え
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
、
三
、
多

様
な
主
体
や
テ
ー
マ
を
つ
な
ぐ
Ｅ
Ｓ
Ｄ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
の
場
づ
く

り
、
四
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
む
自
治
体
や

企
業
、
学
校
の
相
談
に
応
じ
る
コ
ン
サ
ル
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テ
ィ
ン
グ
機
能
充
実
、
五
、
優
れ
た
Ｅ
Ｓ

Ｄ
実
践
を
表
彰
し
鼓
舞
す
る
「
ほ
め
る
仕

組
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
、な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
一
〇
年
の
成
果

と
課
題
を
整
理
し
た
後
で
、
阿
部
氏
は
ポ

ス
ト
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
向
け
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
り
わ

け
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課
題
を
提
示
し
て
い
く
。

こ
こ
で
は
主
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ

ル
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に

国
連
で
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
ポ
ス
ト

二
〇
一
五
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
を
有
機
的
に
関
連
づ
け
る

こ
と
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
新
た
な
開
発
ア
ジ
ェ

ン
ダ
の
促
進
に
不
可
欠
な
こ
と
を
確
認

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
新
た
な
動
機
づ
け
、

推
進
体
制
を
ユ
ネ
ス
コ
や
国
連
加
盟
国
で

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、

「
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

と
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
密
接
に
連
関
し
て
提

起
さ
れ
た
、
二
〇
一
五
年
ま
で
の
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
で
積

み
残
さ
れ
た
課
題
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
で

は
不
十
分
と
し
て
新
た
に
策
定
さ
れ
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の
課

題
を
統
合
し
て
、
来
年
策
定
さ
れ
る
予
定

の
、
国
連
の
新
た
な
行
動
計
画
の
こ
と
で

あ
る
。

　
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
で
は
、
地
域
と
市

民
社
会
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｄ
提
言
が
策
定
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
に
は
一
三
の
提
言
が
提
起
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
四

つ
の
柱
に
ま
と
め
ら
れ
る
、「
地
域
全
体

で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
進
め
る
」、「
教
育
改
革
を
進

め
る
」、「
ユ
ー
ス
の
参
画
を
進
め
る
」、「
Ｅ

Ｓ
Ｄ
推
進
の
仕
組
み
を
つ
く
る
」。
そ
れ

ら
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

に
お
け
る
五
つ
の
優
先
行
動
分
野
︱
一
、

政
策
的
支
援
、
二
、
包
括
的
取
組
、
三
、

教
育
者
の
育
成
、
四
、
若
者
の
参
加
の
支

援
、
五
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
の

促
進 

︱
と
連
関
す
る
こ
と
は
明
確
で
あ

る
。
そ
れ
は
ま
た
、
九
日
に
開
催
さ
れ
る

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
高
等
教
育

世
界
会
議
」
の
五
つ
の
優
先
分
野 

︱
政

策
の
推
進
、
学
習
環
境
と
研
修
環
境
の
転

換
、
教
員
と
指
導
者
の
能
力
開
発
、
若
者

へ
の
支
援
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る
持
続

可
能
な
解
決
索
の
促
進 

︱
と
も
重
な
る
。

　
「
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
開
発
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
策
定
を
意
識
し
つ
つ
、
ロ
ー
カ
ル
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
諸
レ
ベ
ル

が
交
錯
す
る
と
こ
ろ
で
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
最
終

年
会
合
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
も
言
え
る

「
あ
い
ち
・
な
ご
や
宣
言
」
は
つ
く
ら
れ

る
。
重
要
な
こ
と
は
、
そ
こ
に
、
ユ
ネ
ス

コ
、
加
盟
国
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
政

治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
必
要
性
が
書
き

込
ま
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
固
有
の
教
育
的
意
義

を
有
し
、
か
つ
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
教
育
的
意

義
も
有
す
る
こ
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
「
ポ
ス
ト

二
〇
一
五
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
実
現
の
鍵

を
握
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
高
等
教
育
部
門
で
は
、「
宣
言
」
案
に
、

研
究
者
や
高
等
教
育
機
関
が
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

五
つ
の
優
先
行
動
分
野
に
お
け
る
活
動
を

発
展
さ
せ
る
」
こ
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
的

能
力
を
強
化
す
る
た
め
「
科
学
・
政
策
実

践
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
強
化
」、
学

際
的
な
「
協
働
的
・
変
容
的
な
知
識
の
創

出
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
唱
わ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
、

Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
は
望
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
め
ぐ
る

現
状
を
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
そ
う
し
た

期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
る
状
況
に
は
な

い
。
現
代
Ｇ
Ｐ
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
Ｈ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
対
す
る
資
金
援
助
は
主
と
し
て

競
争
的
資
金
で
賄
わ
れ
、
継
続
性
が
な

い
。
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
含
む
Ｈ
Ｅ

Ｓ
Ｄ
推
進
母
体
も
複
数
存
在
し
、
連
携
が

弱
い
。
他
方
で
、
都
市
で
も
農
村
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
存
続
の
危
機
に
あ
り
、
Ｓ

Ｄ
︱
村
お
こ
し
、
町
づ
く
り
な
ど
︱
へ
の

高
等
教
育
機
関
の
関
与
へ
の
期
待
は
大
き

い
。
ま
た
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
未
来
の
学
問
が
創
造
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
へ
の
期
待
も
高
い
。

　
最
後
に
、
で
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
前

に
し
て
、
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て

は
何
を
す
べ
き
か
。
ま
ず
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

一
〇
年
の
成
果
と
課
題
を
高
等
教
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
浸
透
さ
せ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関

す
る
共
通
し
た
認
識
を
大
学
人
に
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
い
で
、
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
は
、
従
来
以
上
に
研
究
を
教
育

と
実
践
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
育
者
と
科
学
者
を

つ
な
ぐ
活
動
を
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

担
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
味
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
裾
野
が
広

が
り
、
種
々
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
と
協
働
が
進
ん
で
き
て
い
る
現
状
か

ら
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
自
体
の
組
織
的
改

変
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
名
称
を
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
︱
Ｊ

と
変
更
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
上

で
、
関
係
す
る
組
織
と
緊
密
に
連
携
・
協

働
し
、
ま
た
国
際
連
携
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
に
全
国
調
査
も
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

　
こ
の
講
演
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
紙
数

の
都
合
で
割
愛
す
る
。

二
．
各
高
等
教
育
機
関
か
ら
の
口
頭
発
表

　
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
そ
の
詳
細
を
紹

介
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
発
表
者
と
題

目
を
以
下
に
箇
条
書
き
す
る
。

一
．
遠
藤
雅
子
・
後
藤
厚
子
両
氏
（
岩
手

大
学
教
育
推
進
機
構
）
な
ら
び
に

比
屋
根
哲
氏
（
岩
手
大
学
大
学
院

連
合
農
学
研
究
科
）「
岩
手
大
学『
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
』
紹
介
︱

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
被
災

地
学
修
（
全
学
必
修
化
）
の
取
組

に
つ
い
て
︱
」

二
．
山
田
美
香
氏
（
名
古
屋
市
立
大
学
人

間
文
化
研
究
科
）「
名
古
屋
市
立
大

学
人
文
社
会
学
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
基
礎
科

目
『
次
世
代
育
成
の
教
育
論
』」

三
．
佐
藤
圭
輔
氏
（
立
命
館
大
学
理
工
学

部
）「
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
／
環
境
教
育
の
取

組
事
例
報
告
：
実
践
型
環
境
学
習

の
推
進
と
国
際
化
」

四
．
眞
鍋
和
博
氏
（
北
九
州
市
立
大
学
地

域
創
生
学
群
学
群
長
）「
地
域
協
働

に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
」

五
．
大
島
順
子
氏
（
琉
球
大
学
観
光
産
業

科
学
部
・
琉
球
大
学
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
委
員
会
）「
現

在
進
行
形
の
琉
球
大
学
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
委
員
会
」

　
例
年
で
あ
れ
ば
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て

少
な
く
と
も
一
〇
、
多
い
年
で
あ
れ
ば
、

二
〇
ぐ
ら
い
こ
う
し
た
口
頭
発
表
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
年
は
、
と
り
わ
け

序
で
述
べ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
発
表
数

が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ

る
。
た
だ
、
少
な
い
中
で
本
学
か
ら
も
Ｅ

Ｓ
Ｄ
基
礎
科
目
の
教
育
実
践
と
そ
の
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
化
に
関
す
る
発
表
が
な
さ
れ
、

参
加
者
の
関
心
を
引
い
た
。
人
文
社
会
系

学
部
で
い
か
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
展
開
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
か
、
本
学
へ
の
注
目
度
は
高

い
。

　
岩
手
大
学
や
北
九
州
市
立
大
学
の
発
表

が
示
す
よ
う
に
、
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
課
題
と

実
践
的
に
格
闘
し
つ
つ
、
そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
大
学
で
多
角
的
に
学
習
を
進
め

る
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
先
進
的
地

域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
場
で
得
た
モ

チ
べ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
「
ま
な
び
」
へ

と
昇
華
し
、
実
践
的
な
人
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
か
、
そ
の
辺
の
重
要
性
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
他
方
で
、
あ
ま
り
に
実

践
的
人
づ
く
り
が
叫
ば
れ
す
ぎ
て
、
じ
っ

く
り
と
大
学
に
お
い
て
批
判
的
リ
テ
ラ

シ
ー
を
鍛
え
る
と
い
う
、
本
来
人
文
社
会

系
学
部
に
期
待
さ
れ
る
教
育
が
疎
か
に
な

り
は
し
な
い
か
、
不
安
に
な
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
ま
た
、
人
的
資
源
も
財
政
的
裏

付
け
も
な
い
ま
ま
こ
う
し
た
活
動
を
進
め

る
と
、
教
員
も
職
員
も
疲
弊
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
、
そ
う
し
た
心
配
も
あ

る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
立
命
館
大
学
の
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
。
Ｇ
Ｐ
終
了
後
、
い

か
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
持
続
発
展
さ
せ
て
い
く
か

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
も
Ｓ
Ｄ
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
、イ
ベ
ン
ト
（
Ｇ
Ｐ
）
が
終
わ
っ

た
後
は
、
人
的
・
時
間
的
・
金
銭
的
制
約

が
当
然
出
て
く
る
中
で
、
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
︱
地
域
環
境
の
学
習
、
国
際
的
視

野
の
育
成
、
情
報
発
信
︱
に
教
育
課
題
を
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限
定
し
、
持
続
的
発
展
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
最
終
年
会
合
を
終

え
て
、
愛
知
県
で
も
名
古
屋
市
で
も
忘
れ

去
ら
れ
か
ね
な
い
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
、
的
確
に
重

点
目
標
を
据
え
て
継
続
す
る
と
い
う
、
わ

れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
課
題
と
直
結
す
る
。

琉
球
大
学
の
取
り
組
み
は
、
マ
ル
チ
・
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

大
学
と
い
う
「
社
会
」「
地
域
」
に
学
生

が
主
体
と
し
て
ど
う
関
わ
る
か
と
い
う
、

興
味
深
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ

Ｄ
で
は
、
阿
部
氏
も
一
で
述
べ
て
い
た
よ

う
に
、
そ
れ
こ
そ
多
様
な
主
体
が
連
携
・

協
働
し
て
地
域
課
題
と
立
ち
向
か
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
大
学
に

適
用
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
三
者
︱
教
員
、

職
員
、
学
生
︱
構
成
員
自
治
（
さ
ら
に
そ

れ
に
、
第
四
者
と
し
て
市
民
も
加
わ
る
）

を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
か
ら
再
構
築
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
進
め
て
い
っ
た

と
き
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
大
学
民
主
主

義
が
立
ち
上
が
る
の
だ
ろ
う
。

三
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
後
の
本
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課
題

 

︱
ま
と
め
に
か
え
て
︱

　
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
後
の
本
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課

題
」
と
書
い
た
が
、
人
文
社
会
学
部
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
「
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｄ
後
」
も
何
も
な
い
だ
ろ
う
、
と
反
論

さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
人

的
財
政
的
資
源
の
投
入
が
従
来
か
ら
イ
ベ

ン
ト
中
心
で
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
そ
れ
は
か
つ
て
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
今
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る

「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
狂
想

曲
」
を
想
起
す
れ
ば
足
り
る
。
最
終
年
会

合
が
終
わ
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
も
関
心
を
持

た
な
く
な
り
、
一
気
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
萎
ん
で

し
ま
う
危
険
性
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
挨
拶

で
本
学
部
の
伊
藤
学
部
長
が
指
摘
し
た
と

お
り
、
現
実
問
題
と
し
て
あ
る
の
だ
。
し

か
し
、
人
文
社
会
学
部
は
既
に
ル
ビ
コ
ン

河
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
華
々
し
く
で
は

な
い
に
せ
よ
、
今
後
も
着
実
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

持
続
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
は
こ
の
、
名
古
屋
市
や
地
域
と
の
関
係

を
め
ぐ
る
課
題
が
、
本
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
は
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
意
味
で
、

一
．
今
回
採
択
さ
れ
た
「
あ
い
ち
・
な
ご

や
宣
言
」
を
人
文
社
会
学
部
の
教

職
員
が
正
確
に
認
識
し
、
そ
れ
を

名
古
屋
市
、
さ
ら
に
は
国
や
省
庁

と
の
関
係
で
、
政
治
的
に
活
用
す

る
こ
と
、
他
方
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
授
業
実
践
、
地
域
連
携
に
お

い
て
教
育
的
に
活
用
す
る
こ
と
（
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
後
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
構
築
）

二
．
阿
部
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
イ
ベ
ン

ト
の
成
否
と
は
無
関
係
に
、
こ
の

十
年
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
多
く
の
成
果
を

上
げ
て
き
た
こ
と
に
自
信
を
持
ち
、

そ
れ
を
梃
子
に
し
て
名
古
屋
市
の

諸
部
局
、
初
等
・
中
等
教
育
、
地
域
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ

た
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
連
携
・
協
働
し
て
、
本
学
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
裾
野
を
拡
げ
る
こ
と
（
人

文
社
会
学
部
に
お
い
て
は
主
と
し

て
、
町
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
な

ど
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
実
績
が

あ
る
）

三
．
い
き
な
り
名
古
屋
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
先
進
地

域
に
す
る
の
は
無
理
だ
と
し
て
も
、

い
く
つ
か
の
都
市
型
の
Ｓ
Ｄ
課
題

に
課
題
を
特
化
し
て
、
そ
の
課
題

に
お
い
て
人
文
社
会
学
部
、
ひ
い

て
は
本
学
が
、
名
古
屋
市
の
中
で

持
続
的
に
ハ
ブ
的
機
能
を
果
た
す

こ
と
、
か
つ
そ
れ
が
実
現
可
能
な

よ
う
に
人
的
・
財
政
的
資
源
の
充

実
を
図
る
こ
と

四
．
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
と
、
実
用
性
や
実

践
性
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

「
あ
い
ち
・
な
ご
や
宣
言
」
の
八
に

あ
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
は
同
時

に
、「
批
判
的
思
考
、
シ
ス
テ
ム
思

考
、
分
析
的
問
題
解
決
」
と
い
っ

た
理
論
的
能
力
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）

も
要
求
さ
れ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
い
う
点
で
は
、
地
域
課
題
と
実

践
的
に
向
き
合
い
協
働
し
て
そ
れ

を
解
決
す
る
能
力
の
養
成
と
理
論
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的
能
力
の
育
成
を
、
相
乗
的
に
高

め
る
も
の
を
開
発
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
と
の
関
係
で
、
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｄ
後
の
本
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
課
題
は
、
挙
げ

れ
ば
切
り
が
な
い
。
し
か
し
、
紙
数
も

尽
き
て
き
た
の
で
、
第
八
回
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
み
て
、
ロ
ー
カ

ル
な
レ
ベ
ル
で
私
が
気
が
付
い
た
課
題

を
、
以
上
の
四
つ
に
限
定
し
て
提
示
す
る

に
留
め
た
い
。
な
お
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
人
文
社
会
学
部
の
教
員
が
わ
ず
か
し

か
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。
本
学
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
グ
ロ
ー
バ
ル

か
つ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
見
直
す
機
会
を
、
多

く
の
方
々
が
み
す
み
す
見
逃
し
た
か
ら
で

あ
る
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
に
当
た
っ
て
尽
力
い
た
だ
い
た
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
研
究
会
の
み
な
さ
ん
、
研
究
所
の

方
々
、
学
部
な
ら
び
に
本
学
関
係
者
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。


